
 　巻頭言　 

私の「医学論文＝芸術」論 小山　哲男  97（ 2）
当事者の歴史的トラウマに向き合う
　とは 茨木　尚子  199（ 3）
厚生行政の用語と地域包括ケアシス
　テム 田村　　茂  301（ 4）
神経難病当事者の生活を支える
　　 佐藤　史子  411（ 5）
新専門医制度を考える 新藤恵一郎  513（ 6）
超高齢社会における地域包括ケアシ
　ステムとリハビリテーション医療
　　 加藤　真介  625（ 7）
外科的リハビリテーション 真野　英寿  725（ 8）
総合リハビリテーションとしての運
　転支援 藤田　佳男  829（ 9）
義肢装具を使用するのは人間 沖野　敦郎  937（10）
リハビリテーション科の質は病院の
　レベルを決める 谷口　　洋  1049（11）
高齢者運転を考える 小林　康孝  1157（12）

 　特集　 

●病院横断的活動とリハビリテーション
急性期病院におけるリハビリテーショ
　ン職種の役割 笠井　史人・田中　雅子 ・
 飯田　　守  7（ 1）
呼吸ケアチーム 鵜澤　吉宏  13（ 1）
急性期病院における多職種連携によ
　る転倒予防 桑垣　佳苗  17（ 1）
褥瘡対策チーム 前澤　史織  23（ 1）
栄養・摂食嚥下サポートチーム
　　 森　　隆志  27（ 1）
認知症ケアチーム 井口　圭一  31（ 1）
排尿ケアチーム 松永　明子  37（ 1）
●脳卒中診療とデータベース
脳卒中患者のデータベース
　　 林　　尊弘・近藤　克則  101（ 2）
日本脳卒中データバンク

　　 石上　晃子・豊田　一則  107（ 2）
J-ASPECT study 連　　乃駿・飯原　弘二  115（ 2）
福岡脳卒中データベース研究
　　 佐藤　倫子・北園　孝成  119（ 2）
日本リハビリテーション・データベー
　ス 徳永　　誠・三宮　克彦 ・
 近藤　克則  129（ 2）
脳卒中診療における DPCデータの
　活用 金沢奈津子・伏見　清秀  133（ 2）
●介護ロボットの開発と普及
ロボット介護機器の開発と普及促進
　に関する行政の支援策 櫛引　圭子  203（ 3）
ロボット介護機器開発のための基準
　策定 本間　敬子・梶谷　　勇 ・
 松本　吉央・比留川博久  211（ 3）
福祉用具・介護ロボットに係る実用
　化支援 五島　清国  219（ 3）
製品開発―見守りロボット（眠り SCAN®）
　の経験から 木暮　貴政  229（ 3）
介護ロボット（移乗介助）の老人福
　祉施設への導入支援 粂田　哲人 ・
 山﨑　哲司・渡邉　愼一  237（ 3）
●リハビリテーション医療・介護連携
リハビリテーション職に期待される
　役割と課題―同一職種間連携，多
　職種連携の視点から 川越　雅弘  305（ 4）
急性期病院 小山　照幸  313（ 4）
回復期リハビリテーション病棟
　　 金丸　詩門・阿部　泰昌 ・
 花山　耕三  319（ 4）
介護老人保健施設 折茂賢一郎  325（ 4）
通所リハビリテーション事業所
　　 岡野　英樹・島田　達也  333（ 4）
訪問リハビリテーション 宮田　昌司  345（ 4）
●脊髄損傷のリハビリテーション up-to-date
脊髄損傷―急性期治療と疫学 時岡　孝光  415（ 5）
骨髄間葉系幹細胞の静脈内投与によ
　る脊髄損傷治療
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　　 押切　　勉・佐々木祐典 ・
 森田　智慶・廣田　亮介 ・
 本望　　修・山下　敏彦  421（ 5）
回復期のリハビリテーション処方
　　 古澤　一成・德弘　昭博 ・
 和田　　太  427（ 5）
スポーツ活動 緒方　　徹  433（ 5）
頸髄損傷者にとっての在宅就労―可
　能性と課題 小島　正平  439（ 5）
●疾患管理プログラムとしての心不全リハビリテー
ション

心不全の増加と社会に与える影響
　　 百村　伸一  517（ 6）
心不全リハビリテーション標準プロ
　グラム 井澤　英夫・河野　裕治  525（ 6）
心不全と骨格筋 沖田　孝一  531（ 6）
地域ぐるみの心不全管理
　　 北川　知郎・木原　康樹  539（ 6）
心不全リハビリテーションのコスト
　とベネフィット 田倉　智之  547（ 6）
● ICUリハビリテーションにおける多職種連携
現状と課題 高橋　哲也・藤原　俊之  629（ 7）
筋力低下 蜂須賀明子・佐伯　　覚  635（ 7）
人工呼吸器関連肺炎
　　 矢野　雄大・寺坂　陽子 ・
 関野　元裕・中尾　紀子 ・
 貫間　知美・神津　　玲  643（ 7）
摂食嚥下障害 飯田　　守・田中　雅子 ・
 笠井　史人  649（ 7）
せん妄 児島　範明・松木　良介 ・
 端野　琢哉  657（ 7）
●摂食嚥下リハビリテーションの未来―各専門職に
何ができるか

理学療法士にできること 吉田　　剛  729（ 8）
作業療法士にできること 植田　友貴  735（ 8）
言語聴覚士にできること 長谷川賢一  741（ 8）
看護師にできること 浅田　美江  747（ 8）
管理栄養士にできること 小城　明子  753（ 8）
歯科の立場から 渡邊　　裕  761（ 8）
●回復期リハビリテーション病棟退院後の戦略―生
活機能の向上をめざして

総論―回復期リハビリテーション病
　棟入院中の在宅生活に向けた準備
　　 新城　吾朗  833（ 9）
歩行能力の維持・向上 松原　　徹  839（ 9）
上肢機能・ADL・IADLの維持，向

　上 田中　克一・森　　英二  845（ 9）
摂食嚥下機能の維持・向上
　　 藤森　貴久・勝野　健太 ・
 白澤　里美・三村明日美  853（ 9）
高次脳機能の維持・改善と復職支援
　　 大塚恵美子  861（ 9）
●義肢装具へのテクノロジーの導入
コンピュータ制御を応用した義足
　　 陳　　隆明  941（10）
義手開発における 3Dプリンタの可
　能性 吉川　雅博  947（10）
LEDスキャナーを用いた採型による
　ミシガン頭蓋形状矯正ヘルメット
　（クラスⅡ医療機器）の使用経験
　　 金子　　剛・高松　亜子 ・
 彦坂　　信・山口　和章 ・
 金子　章子  955（10）
下肢機能障害に対する機能的電気刺
　激 斉藤　公男・島田　洋一  965（10）
対麻痺に対するロボットを用いた歩
　行自立支援 平野　　哲・才藤　栄一 ・
 田辺　茂雄・加藤　正樹 ・
 角田　哲也・後藤　豪志  969（10）
●小児期のがんとリハビリテーション
小児がんの基本的な知識 横須賀とも子  1053（11）
小児血液がん患者に対するリハビリ
　テーション 井口　陽子・和田　勇治  1059（11）
骨軟部腫瘍医からみた小児骨腫瘍患
　者に対するリハビリテーション
　　 廣瀬　　毅・川井　　章  1065（11）
小児脳腫瘍患者に対するリハビリテー
　ション 温井めぐみ・松尾　恵子 ・
 吉井　恵一・草間由実子  1073（11）
小児がんサバイバーとリハビリテー
　ション 清谷知賀子  1079（11）
●リハビリテーション医療におけるソーシャルワーク
リハビリテーション医療における急性
　期病院ソーシャルワークの取り組み
　　 寺田　祥子  1161（12）
回復期リハビリテーションにおける
　ソーシャルワーク 藤井由記代  1167（12）
医療療養型病院 小林　紀子・杉本　　淳  1175（12）
緩和ケアとソーシャルワーク 宮田佳代子  1183（12）
小児病院 佐藤　　杏  1191（12）
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 　入門講座　 

●リハビリテーション医療のエビデンス―回復期リ
ハビリテーション

1．わが国のリハビリテーションの
　変遷 菅原　英和  41（ 1）
2．回復期リハビリテーション病棟
　の現状 後藤　伸介・園田　　茂  141（ 2）
3．回復期リハビリテーションのエ
　ビデンス 徳永　　誠・渡邊　　進 ・
 園田　　茂  243（ 3）
●リハビリテーション医療のエビデンス―理学療法
1．中枢神経疾患 松田　雅弘  351（ 4）
2．運動器理学療法のガイドライン
　　 赤坂　清和  449（ 5）
3．呼吸器疾患 神津　　玲・北川　知佳 ・
 田中　貴子  557（ 6）
4．心血管疾患 舟見　敬成  665（ 7）
5．筋力低下 山田　　実  769（ 8）
●リハビリテーション医療のエビデンス―作業療法
1．わが国における作業療法の変遷
　―人は作業をすることで元気にな
　れる，健康になれる
　　 中村　春基・三上　直剛  881（ 9）
2．健康と幸福を促進する作業療法
　の 30cmのものさし
　　 三上　直剛・中村　春基  977（10）
3．生活行為向上マネジメントの事
　例①―訓練への希望が強く自宅生
　活に目を向けられない脳卒中患者
　に対する家庭内役割獲得への介入
　　 吉田　瑞妃・高見　美貴 ・
 小野かおり・川野辺　穣 ・
 中村　春基  1087（11）
4．生活行為向上マネジメントの事
　例②―高次脳機能障害を呈した症
　例に対する社会復帰に向けた介入
　　 松森　和義・中村　春基  1199（12）

 　実践講座　 

●義足歩行を見据えた下肢切断術
1．下腿切断と大腿切断における皮
　膚・筋肉の処理
　　 田中　洋平・田中　清和  49（ 1）
2．血管・神経・骨の処理 木下　　篤  149（ 2）
3．断端ケア 戸田　光紀  249（ 3）

4．小児の下肢切断術 岡田　慶太  359（ 4）
●障害者家族への心理的サポート
1．脳血管障害（高次脳機能障害）
　　 渡邉　　修  455（ 5）
2．脊髄損傷 古澤　一成  563（ 6）
3．認知症 鷲見　幸彦  671（ 7）
4．発達障害 原　　　仁  775（ 8）
5．神経難病―筋萎縮性側索硬化症
　患者・家族への支援を通して
　　 今井　尚志・大隅　悦子  887（ 9）
●嚥下調整食の選び方
1．学会分類 2013の選び方 藤谷　順子  893（ 9）
2．発達期摂食嚥下障害児のための
　嚥下調整食分類 2018の選び方
　　 曽根　　翠  983（10）
3．市販食品の選び方―食品編
　　 栢下　　淳・山縣誉志江  1093（11）
4．市販食品の選び方―とろみ編
　　 小城　明子  1205（12）
●実践！ホームプログラム指導
1．変形性膝関節症保存期・術後
　　 今井　覚志・原藤　健吾 ・
 佐藤　和毅  989（10）
2．片麻痺上肢―慢性期
　　 田中　智子・安保　雅博  1103（11）
3．在宅でのがんリハビリテーション
　　 上野　順也  1211（12）

 　連載　 

●補装具支給・判定 Q & A
第 7回　児童と成人とで支給できる
　補装具に違いはありますか？
　　 高岡　　徹  74（ 1）
第 8回　借受けが可能な補装具には
　どのようなものがありますか？
　　 樫本　　修  171（ 2）
●リハビリテーション医療に必要な薬物治療
第 1回　脳梗塞再発予防 平野　照之  77（ 1）
第 2回　脳卒中後うつ
　　 岡田　和悟・山口　修平  175（ 2）
第 3回　高血圧 小森　孝洋・苅尾　七臣  275（ 3）
第 4回　糖尿病 的場圭一郎・宇都宮一典  385（ 4）
第 5回　関節リウマチ 田中　良哉  483（ 5）
第 6回　骨粗鬆症 萩野　　浩  585（ 6）
第 7回　排尿障害
　　 畔越　陽子・田中　克幸  697（ 7）
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第 8回　排便障害（便秘症）
　　 三澤　　昇・高津　智弘 ・
 吉原　　努・芦苅　圭一 ・
 冬木　晶子・松浦　哲也 ・
 大久保秀則・日暮　琢磨 ・
 中島　　淳  797（ 8）
第 9回　認知症 吉山　顕次・池田　　学  913（ 9）
第 10回　パーキンソン病
　　 田川　康博・林　　明人  1121（11）
第 11回　てんかん 赤松　直樹  1236（12）
●生理検査レポートのみかた
第 1回　心電図の読み方 白石　裕一  282（ 3）
第 2回　血圧脈波検査
　　 岩倉　具宏・安　　隆則  389（ 4）
第 3回　換気機能検査 海老原　覚  489（ 5）
第 4回　脳波検査 重藤　寛史  591（ 6）
第 5回　神経伝導検査 児玉　三彦  701（ 7）
第 4回　平衡機能検査
　　 田口　　周・長谷　公隆  801（ 8）
● ICF活用の実際と展望
第 1回　WHOの動向 山田　　深  493（ 5）
第 2回　日本における ICFの普及
　　 森　　　桂・柳川　侑子 ・
 及川恵美子・高橋　恵介  597（ 6）
第 3回　統計への活用
　　 大夛賀政昭・高橋　秀人 ・
 林　　玲子  705（ 7）
第 4回　臨床応用 向野　雅彦  807（ 8）
第 5回　既存の評価尺度と ICFの対応
　　 小松　雅代  919（ 9）
第 6回　小児分野での活用 橋本　圭司  1027（10）
第 7回　福祉機器
　　 井上　剛伸・中山　　剛 ・
 石渡　利奈  1126（11）
第 8回　介護領域における ICFの活
　用と今後の展望―自立支援に資す
　る ICF Stagingの有用性を通して
　　 折茂賢一郎  1240（12）

 　研究と報告　 

立位での側方への体重移動保持が内
　腹斜筋，外腹斜筋，内外腹斜筋重
　層部位，腹直筋の筋電図積分値に
　及ぼす影響 大沼　俊博・楠　　貴光 ・
 赤松　圭介・藤本　将志 ・
 渡邊　裕文・鈴木　俊明  57（ 1）

カーフレイズにおける上肢支持量，
　足関節角度が下腿三頭筋活動量に
　与える影響 脇野　俊貴・小林　量作  155（ 2）
Hand-Held Dynamometerにおけるベ
　ルト固定法と H固定法の検討比較
　―高齢整形外科術後患者を対象と
　した検者内および検者間信頼性の
　検討 谷頭　幸二・松尾　　愛 ・
 楢原　貴雄・松村　直樹 ・
 蜂須賀研二  257（ 3）
IVES併用下で修正 CI療法を実施し
　た回復期脳卒中患者の上肢麻痺に
　対する介入効果
　　 増田　雄亮・補永　　薫 ・
 伊藤麻起子・沢田　宏美 ・
 武田さより・道願　正歩 ・
 坂田　祥子・近藤　国嗣  365（ 4）
右半球損傷患者の神経心理学的検査，
　ドライビングシミュレータ，実車
　評価と運転可否判定の関係
　　 外川　　佑・佐藤　卓也 ・
 村山　拓也・櫻庭　彰人 ・
 﨑村　陽子  373（ 4）
姿勢変換に伴う自律神経活動の変化
　―若年健常者での検討
　　 星野　高志・小口　和代 ・
 寳珠山　稔  463（ 5）
回復期リハビリテーション病棟にお
　ける更衣動作評価尺度「Functional 
　Dressing Assessment（FDA）」の作
　成と信頼性・妥当性の検討
　　 武田さより・補永　　薫 ・
 荒井果菜子・濱田　洋子 ・
 坂田　祥子  469（ 5）
日本語版 Lumbar Stiffness Disability 
　Indexの開発 古谷　英孝・伊藤　貴史 ・
 廣幡　健二・見供　　翔 ・
 山﨑　浩司・大森　圭太 ・
 星野　雅洋・Hart Robert A  569（ 6）
左右脚の片脚立位時間と歩行自立度
　の関連―運動器疾患のない高齢入
　院患者における検討
　　 津田　泰路・加嶋　憲作 ・
 河邑　　貢・山﨑　裕司・
 篠原　　勉  677（ 7）
介護老人保健施設における福村式簡
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　易嚥下分析に基づいた誤嚥対策の
　肺炎予防効果 井出　浩希・工藤　　浩 ・
 福村　直毅・高井穂乃佳 ・
 洞口　拓也・冨田　　茜 ・
 小森　弘子  683（ 7）
地域在住高齢女性の歩数および強度
　別身体活動量が足趾把持力に及ぼ
　す影響―パス解析モデルを用いた
　検討 小林　　薰・松田　憲亮 ・
 柊　　幸伸  901（ 9）
座位姿勢の相違が車椅子両側上肢駆
　動と片側下肢駆動に及ぼす影響
　　 茂内　　卓・小林　千夏 ・
 佐々木美紅・佐藤　早恵 ・
 野田　拓斗・溝江　亜子 ・
 佐々木　誠  907（ 9）
回復期リハビリテーション過程にお
　ける脳卒中者・家族・多職種チー
　ムの交互作用の実態に関する一考
　察 取出　涼子  1001（10）
ヒップウォークと歩行における体幹
　筋活動の比較―健常者における基
　礎的検討 倉山　太一・芋川　雄樹 ・
 松田　雅弘  1015（10）
通いの場参加後の社会参加状況と健
　康情報・意識に関する変化―JAGES
　通いの場参加者調査
　　 林　　尊弘・竹田　徳則 ・
 加藤　清人・近藤　克則  1109（11）
高齢者版達成動機尺度（Scale for 
　Achievement Motive in Geriatrics；
　SAMG）の開発と妥当性，信頼性
　の検討 佐野　伸之  1221（12）

 　短報　 

日本版 ADL-focused Occupation-based 
　Neurobehavioral Evaluation（A-ONE）
　の Rasch分析を用いた内的妥当性
　の検討 東　　泰弘・高畑　進一 ・
 松原　麻子・西川　拡志 ・
 重田　寛人・由利　禄巳 ・
 中岡　和代・兼田　敏克  161（ 2）
当院で行ったダウン症候群児の嚥下
　造影についての検討
　　 和田　勇治・井口　陽子  381（ 4）
脳卒中による水平眼球運動障害の予

　後と脳画像所見についての検討
　　 渡部　喬之・迫　力太郎 ・
 小笹　佳史・長島　　潤  781（ 8）
ADL維持向上等体制加算病棟におけ
　る専従療法士の介入基準の検討
　　 杉浦　太紀・小口　和代 ・
 後藤進一郎・河野　純子  1117（11）

 　症例報告　 

聴覚言語性記憶を活用した学習障害
　児童に対する漢字書字指導が学習
　過程および情報処理過程において
　果たす役割―単一事例実験計画法
　に基づいた実験的検証から
　　 多田　智絵・川崎　聡大  265（ 3）
回復期リハビリテーション医療にお
　ける「生活期準備プログラム」の
　試み―QOLが著明に改善した後期
　高齢者大腿骨近位部骨折の 1例
　　 本田　哲三・吉本　　栞 ・
 西尾　大祐・福井　雄樹 ・
 森　真理子・多宝院和也 ・
 佐藤　容子・高橋　秀寿  575（ 6）
日本語を母語としない両親をもつ脊
　髄性筋萎縮症乳児の在宅療養移行
　の 1例 鈴木　亮馬・一之瀬大資 ・
 河島　　徹・満冨　一彦 ・
 平野　恵子  581（ 6）
外来の HANDS療法（HANDS-out）
　により上肢機能改善を認めた 1例
　　 廣瀬　卓哉・藤原　俊之 ・
 栃倉　未知・山崎　　有 ・
 室伏未知花・武田　法子  787（ 8）
心臓リハビリテーションにおいて酸
　素摂取量を基にした IADL評価・
　動作指導が奏効した 1症例
　　 森　　里美・寺松　寛明 ・
 河野　亨太・白山　義洋 ・
 岡﨑　哲也・白石純一郎 ・
 佐伯　　覚  793（ 8）

 　調査　 

心疾患入院患者の離職の実態調査
　　 西村　真人・松尾　善美 ・
 根来　政徳・箕岡　尚利 ・
 岡元　進一・田中　彰博 ・
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 平林　伸治  691（ 7）
通所リハビリテーションを利用する
　後期高齢者の転倒歴と身体機能お
　よび認知機能
　　 髙見奈津子・大森　圭貢 ・
 石井　照子・柳沼　健之  1231（12）

 　紹介　 

上肢ボツリヌス療法後の即席簡易肢
　位保持装具について 広松　聖夫  65（ 1）
Virtual Realityを活用した退院前訪問
　指導の取り組み
　　 野口　佑太・伊藤　卓也  69（ 1）
高齢者の膀胱直腸リハビリテーショ
　ンの実践 細川　雄平・津江　尚幸 ・
 山下　惣平・西村　卓也 ・
 三浦　亜純・佐藤　　翔 ・
 小島　宙丸・山内　匡也 ・
 池村　　健・武久　洋三  167（ 2）
外来におけるがん患者周術期サポー
　トチーム（STRONG）の取り組み
　―医科歯科連携の推進をめざして
　　 髙橋　忠志・尾身　　諭 ・
 泉　圭之介・菊池　謙一 ・
 遠藤　　聡・尾花　正義 ・
 太田　岳洋・長谷川士朗 ・
 柚木　泰広・北澤　浩美 ・
 方波見裕子・八木真由美 ・
 長井ノブ子  271（ 3）
大規模災害リハビリテーション支援
　チーム本部運営ゲームの開発
　　 佐藤　　亮・三宮　克彦 ・
 林　　寿恵  477（ 5）
回復期リハビリテーション病棟にお
　ける ICIDHと ICFの障害の捉え方
　に関する一考察
　　 串田雄一郎・北川　恒実 ・
 星野　友昭・花田　高彬 ・
 小栁　雅子・長谷川洋平 ・
 宮下　大典・岩本　正明 ・
 木村　彰男  1021（10）

 　ひと　 

第 56回日本リハビリテーション医
　学会学術集会会長になられた兵庫
　医科大学リハビリテーション医学

　講座教授　道免和久氏 長谷　公隆  3（ 1）

 　特別記事　 

【座談会】東京 2020パラリンピック
　―そして次の時代
　　 中森　邦男・青木　隆明 ・
 宮地　秀行・板倉　尚子 ・
 藤谷　順子  869（ 9）

 　寄稿　 

●印象に残ったリハビリテーション事例
あなたに会えて良かった―ラストダ
　ンス 稲川　利光・首藤　哲也 ・
 谷　　賢哉  1133（11）

 　Sweet Spot　 

●文学に見るリハビリテーション
プラトンの『パイドン』―詩人とし
　てのソクラテス 高橋　正雄  82（ 1）
川端康成の『山の音』―MCI（軽度
　認知障害）者の心理 高橋　正雄  182（ 2）
千家元麿の『霰』―戦前の精神科病
　院批判 高橋　正雄  286（ 3）
田中英光の『月光癲狂院』―昭和 20
　年代の精神障害観 高橋　正雄  394（ 4）
内村祐之の『わが歩みし精神医学の
　道』―病の体験を通じての成長
　　 高橋　正雄  496（ 5）
斎藤茂吉の『あらたま』―歌で綴ら
　れた精神障害者 高橋　正雄  604（ 6）
舘野　泉の『ひまわりの海』―左手
　のピアニスト 高橋　正雄  710（ 7）
夏目鏡子の『漱石の思ひ出』―躁的
　な要素 高橋　正雄  810（ 8）
蒲原有明の『夢は呼び交す』―高齢
　期の聴覚障害 高橋　正雄  924（ 9）
芥川龍之介の『藪の中』―性暴力被
　害者の二次被害 高橋　正雄  1032（10）
広津和郎の『風雨強かるべし』―昭
　和初期の脳卒中患者 高橋　正雄  1130（11）
埴谷雄高の『死霊』―引きこもり青
　年が語る病跡学的歴史観 高橋　正雄  1246（12）
●映画に見るリハビリテーション
「志乃ちゃんは自分の名前が言えない」
　―吃音女子高生が自己内闘争の道
　を歩み出すまでの軌跡 二通　　諭  83（ 1）
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「生きてるだけで，愛．」―鬱・過眠
　症に苛まれる女性の生活困難を描
　く 二通　　諭  183（ 2）
「ボヘミアン・ラプソディ」―クイー
　ンなんて知らないよ，でも，風体・
　人種・性指向・エイズを超える音
　楽芸術 二通　　諭  287（ 3）
「明日へ―戦争は罪悪である―」―あ
　えて差別・迫害される側に身を置
　く者たちの系譜と戦時下の知的障
　害者が交差する 二通　　諭  395（ 4）
「こんな夜更けにバナナかよ　愛しき
　実話」―重度身体障害者の自立生
　活の実相を多様な視座から描く
　　 二通　　諭  497（ 5）
「長いお別れ」―万人が直面すること
　になる認知症者と家族の日々
　　 二通　　諭  605（ 6）
「八十五年ぶりの帰還　アイヌ遺骨
　杵臼（きねうす）コタンへ」―学
　問に伏在する暴力性と対峙する研
　究倫理の確立と内面化が求められ
　る 二通　　諭  711（ 7）
「かぞくへ」―家族意識醸成の源泉と
　なる原体験としての「養護施設」
　　 二通　　諭  811（ 8）
「ぼけますから，よろしくお願いしま
　す．」―現代日本で 80代・90代を
　生きるということ 二通　　諭  925（ 9）
「トールキン　旅のはじまり」―創造
　的営為への原動力と促進要因が描
　かれる 二通　　諭  1033（10）
「トスカーナの幸せレシピ」―アスペ
　ルガー症候群の若者が料理をとお
　して「程々」という中間の世界を
　認識する 二通　　諭  1131（11）
「無限ファンデーション」―演劇部に
　集う善人女子高生たちが醸し出す
　ゴタゴタを即興劇の手法で描く
　　 二通　　諭  1247（12）

 　私の 3冊　 

私の 3冊 小川　　彰  85（ 1）
私の 3冊 岡本　隆嗣  184（ 2）
私の 3冊 増田　知子  289（ 3）
私の 3冊 増田　　司  396（ 4）

私の 3冊 三木　貴弘  499（ 5）
私の 3冊 桑山　浩明  607（ 6）
私の 3冊 猪川まゆみ  713（ 7）
私の 3冊 織田　靖史  812（ 8）
私の 3冊 渡辺　　長  926（ 9）
私の 3冊 磯部香奈子  1034（10）
私の 3冊 細田　忠博  1132（11）
私の 3冊 村山　幸照  1248（12）

 　学会印象記　 

第 2回日本リハビリテーション医学
　会秋季学術集会 杉本　彩歌  397（ 4）
第 41回総合リハビリテーション研
　究大会 丹羽　真一・矢本　　聡  500（ 5）
第 56回日本リハビリテーション医
　学会学術集会 斉藤　公男  1136（11）
第 13回国際リハビリテーション医
　学会世界会議 戸田　芙美  1249（12）

 　学会報告　 

第 85回神奈川リハビリテーション
　研究会―2018年 9月 22日（土），
　於：障害者スポーツ文化センター
　横浜ラポール 2階大会議室 小田　芳幸  185（ 2）
第 46回中国四国リハビリテーション
　医学研究会―2018年 7月 15日（日），
　於：徳島大学大塚講堂
　　 加藤　真介  609（ 6）
第 47回中国四国リハビリテーション
　医学研究会―2018年 12月 9日（日）
　於：くにびきメッセ 徳田　佳生  813（ 8）
第 86回神奈川リハビリテーション
　研究会―2019年 4月 20日（土），
　於：神奈川県立がんセンター管理
　研究棟 5階講堂 水落　和也  1036（10）
第 48回中国四国リハビリテーション
　医学研究会―2019年 7月 7日（日）
　於：山口健康づくりセンター
　　 小笠　博義  1139（11）

 　書評　 

八幡紕芦史　編著　竹本文美，田中
　雅美，福内史子　著「脱・しくじ
　りプレゼン―言いたいことを言う
　と伝わらない！」 飯原　弘二  47（ 1）
藤井克徳　著「わたしで最後にして
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　―ナチスの障害者虐殺と優生思想」
　　 岩井　一正  73（ 1）
廣瀬　肇　編著　城本　修，生井友
　紀子　著「音声障害治療学」
　　 深浦　順一  105（ 2）
田中竜馬　編「集中治療，ここだけ
　の話」 市原　　真  113（ 2）
若林秀隆，荒木暁子，森みさ子　編
　「サルコペニアを防ぐ！―看護師
　によるリハビリテーション栄養」
　　 藤島　一郎  127（ 2）
近藤克則　著「研究の育て方―ゴー
　ルとプロセスの「見える化」」
　　 和座　雅浩  140（ 2）
近藤克則　著「研究の育て方―ゴー
　ルとプロセスの「見える化」」
　　 麻原きよみ  248（ 3）
佐々木淳　編「在宅医療カレッジ
　―地域共生社会を支える多職種の
　学び 21講」 辻　　哲夫  312（ 4）
吉尾雅春　編「症例で学ぶ脳卒中の
　リハ戦略［Web動画付］」 原　　寛美  344（ 4）
坂井建雄（監訳）　市村浩一郎，澤井　
　直（訳）「プロメテウス解剖学コア
　アトラス　第 3版」 野田　泰子  438（ 5）
盆子原秀三，山本澄子　著「印象か
　ら始める歩行分析―エキスパート
　は何を考え，どこを見ているのか
　？」 江原　義弘  482（ 5）
友利幸之介，京極　真，竹林　崇
　（著），長山洋史（執筆協力）「作
　業で創るエビデンス―作業療法士
　のための研究法の学びかた」
　　 藤本　修平  556（ 6）
池淵恵美（著）「こころの回復を支

　える―精神障害リハビリテーショ
　ン」 武田　雅俊  603（ 6）
近藤克則　編「住民主体の楽しい
　「通いの場」づくり―「地域づくり
　による介護予防」進め方ガイド」
　　 門　　祐輔  752（ 8）
亀ヶ谷真琴　編　西須　孝　編集協
　力「こどもの整形外科疾患の診
　かた　第 2版―診断・治療から患
　者家族への説明まで」 高山真一郎  867（ 9）
福井　勉　編「《理学療法 NAVI》エ
　キスパート直伝　運動器の機能破
　綻はこう診てこう治す［Web動画
　付］」 荒木　　茂  899（ 9）
坂井建雄　著「図説　医学の歴史」
　　 泉　　孝英  917（ 9）
神奈川リハビリテーション病院脊髄
　損傷リハビリテーションマニュア
　ル編集委員会　編「脊髄損傷リハ
　ビリテーションマニュアル　第 3
　版」 德弘　昭博  1035（10）
亀ヶ谷真琴　編　西須　孝　編集協
　力「こどもの整形外科疾患の診か
　た　第 2版―診断・治療から患者
　家族への説明まで」 服部　　義  1038（10）
藤田郁代　シリーズ監修　半田理恵
　子，藤田郁代　編「《標準言語聴覚
　障害学》地域言語聴覚療法学」
　　 長谷川　幹  1138（11）

 　文献抄録　 

　87（ 1），189（ 2），291（ 3），401（ 4），503（ 5），615
（ 6），715（ 7），819（ 8），927（ 9），1039（10），1147
（11），1251（12）
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